
数学B 
第２章　統計的な推測 
連続した値をとる確率変数



＜連続した値をとる確率変数＞

さいころの出る目をXとする。

・とびとびの値をとる確率変数 離散型確率変数

・連続した値をとる確率変数 連続型確率変数

例えば、

1～６の実数をとる確率変数 Y



さいころの出る目をXとする確率変数 1～６の実数をとる確率変数 Y

１点の確率を求めることができない！！

確率密度 を利用する。

Xの値の「相対的な出やすさ」



連続型確率変数Xのある値xをとるときの 

確率密度を表す関数f(x)とする。 

関数f(x)を確率密度関数という。

＜性質＞



確率変数Xのとる値の範囲が、

その確率密度関数が、



＜期待値・分散＞


